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Ⅰ．小児コホート研究（エコチル調査、熊本県早産予防事業） 
環境中化学物質・社会疫学的要因の小児健康影響に与える調査研究 

 
 

Ⅱ． 化学物質の測定・生体影響に関する研究  
室内環境の測定、シックハウス症候群に関する調査 

      
Ⅲ． 産業保健（産業医学／農業医学） 

1) 作業関連呼吸器障害／皮膚障害（とくに、アレルギー／免疫毒性）の本態と予防に関する研究 
2) 労働者の心理的ストレス評価法 
3) 労働寿命延伸に関する研究 

 
  Ⅳ．地域保健（農村医学／都市医学） 

1) 地域づくりに根ざした保健・医療・福祉システムの構築とその展開に関する研究 
（1）ヘルスプロモーションを基盤とした参加型－行動指向型健康社会創造のプロセスモデルの開発 

・メタボリックシンドロム対策を目的とした健康づくり（対象：熊本市／天草市／荒尾市） 
（2）農的くらし、農的社会の健康増進機能とそれを活用した健康社会の創造 
（3）アジアヘルスプロモーションネットワークの構築と実践活動 
（4）タイにおける知的障がい児支援人材育成プロジェクト 
（5）日本における骨盤臓器脱発症頻度とその要因に関する疫学調査研究 
（6）益城町における「健康づくり推進計画」及び「食育推進計画」の事態調査研究 
（7）生涯における健康なライフスタイルの形成と維持に関する研究 

2) 救急車の利用状況に関する調査 
3) 妊婦の携帯端末の使用による妊婦と新生児の健康への影響評価 
4) 行動経済学・厚生経済学に関する理論構築 

 
【教職員および大学院学生】   【メールアドレス】                 【研究プロジェクト】 

教   授 加藤 貴彦  katoht@gpo.kumamoto-u.ac.jp Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ 
准 教 授 魏   長年 cnwei@kumamoto-u.ac.jp Ⅳ 
准 教 授 Lu  XI   lucyk203@ kumamoto-u.ac.jp Ⅰ, Ⅱ, Ⅳ 
助 教  増田 翔太 masudashota1125@kumamoto-u.ac.jp Ⅰ, Ⅳ 
   
特任准教授 (エコチル調査) 小田 政子 m-oda@kumamoto-u.ac.jp Ⅰ 
   
大学院学生(博士課程 4年) 
大学院学生(博士課程 4年) 
大学院学生(博士課程 4年) 
大学院学生(博士課程 3年) 
大学院学生(修士課程 2年) 

佐土原 道人 
筑地 翔一郎（柴三郎コース） 
渡辺 一彦 
福重 真美 
堀内 正巳 

Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅲ 
Ⅰ, Ⅱ 
Ⅳ 

 
【共同研究者】 
 熊本大学大学院生命科学研究部 生体情報解析学 教授   大森 久光  omorih@gpo.kumamoto-u.ac.jp   
  

慢性閉塞性肺疾患（COPD）に関する疫学研究 
   １）呼吸機能検査を用いた疫学調査（併存症を含む）       ２）胸部CT 検診における解析 

３） 感受性因子に関する解析（ゲノム研究） 
 Associations between aldehyde dehydrogenase 2 (ALDH2) genetic polymorphisms, drinking status, and hypertension risk in 

Japanese adult male workers: a case-control study., Environ Health Prev Med. 2015. DOI 10.1007/s12199-015-0490-2. 
 C-reactive protein levels, airflow obstruction, and chronic kidney disease. Environ Health Prev Med. 17：18-26, 2012. 
 Twelve-year cumulative incidence of airflow obstruction among Japanese males. Inter. Med. 50: 1537-1544, 2011 

 



【研究手法等】 
疫学解析・統計解析 
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